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「人格の香りのする人となる（じんかくのかおりのするひととなる）自分の存在証明として、個性を磨き、人格的輝きを発

揮すること」芸術作品を創り上げるように個性を捉え、自己実現、自己創造、自己完成をめざして、短所を受け入れ、長所を

生かし、人間味のある人となりたい。

至誠・致知・鍛錬

「３年高校説明会」
７／９（金）に体育館で、３年生の保護者にも出席していた

だき、高校説明会を開催しました。韮崎工業高校、韮崎高校、
北杜高校、甲陵高校、帝京第三高校（近隣の峡北５校）の担当
者から、学校の特色等について説明をしていただきました。
いよいよ、高校入試が６ヶ月後にスタートします。進路につ

いて親子で考える一助にしてもらい、生徒本人に合った道を見
付けてほしいと思います。
また、３年生にとっては、高根中で行われる全ての教育活動

が最後となります。コロナ禍で先が見通せない中、まだ、何が
起きるかわからない今・この瞬間に、できることを大切にして
ほしいと思います。
将来の夢に向かっていく３年生を応援しています。

「小中合同学校評議員の会」
７／８（金）に、高根東小、高根西小、高根中

３校合同による学校評議員の会を本校で開催しま
した。
それぞれの学校経営方針や令和４年度からスタ

ート予定の「高根小・中学校運営協議会（コミュ
ニティスクール）」について協議を行いました。
コミュニティスク

ールの委員について
は、青少年育成高根
地区民会議会長、学
校評議員、PTA会長、
校長、教頭の２２名
で構成する予定です。
また、北杜市教育

委員会原っぱ教育の
重点項目である「ひ
と・もの・ことの活
用」について、小中
連携部会、学習行事
部会、環境安全情報
部会の３部会構成で
調査研究をしていく
予定です。

「３年税の出前授業」
７／９（金）の社会科の授業として、１校時３

－２、２校時３－１で「租税教室」を行いました。
講師として、甲府税務署 税務広報広聴官の

加藤 達也 先生をお招きして、税と生活の関係
について学習をしました。
税の意義と役割を理解して、よりよい社会の実

現に向けて、考えていく大人になってほしいと思
います。

「オリンピックへの協力」
６／２６（土）に、オリンピックの聖火ランナーとして２年

生の 山本 恭佑 さんが、北杜市の第１走者として五町田を
スタートしました。たくさんの声援の中、オリンピック選手へ
の思いを込めて走ることができたと思います。
７／３（土）には、北杜市ビーチバレ

ーボール大会に、本校の男女バレーボー
ル部が出場しました。フランスビーチバ
レーチームへのエールも兼ねた大会で好
成績を収めることができました。
７／４（日）には、フランスチームへ

の歓迎セレモニーとして、本校の吹奏楽
部と太鼓愛好会が演奏映像を収録して贈
りました。
高根中生の思いが、オリンピックで活

躍する選手に届くことを願っています。



表彰等

○ 第４回北杜市長杯ビーチバレー大会 準優勝 男子バレーボール部（全国大会出場／神奈川県）
第３位 女子バレーボール部

「心の耐力を磨く」 ～ コロナ禍の制限を乗り越えていく ～

「心の耐力（こころのたいりょく）」この言葉は、先日の春
の選抜高校野球大会で日本一となった東海大相模高校野球部監
督の 門馬 敬治 先生が、甲子園の横断幕に掲げた言葉です。
コロナ禍で制限がある中、心を強くして乗り越えていくことで
人間的成長を遂げるという願いが込められています。
いよいよ、高根中にも夏休み中に、３年生にとって最後とい

われる大会やコンクールがやってきます。人は、最後に苦しく
なったら、自分のそのままの素が出てしまうと言われています。
それがもし、惨めな姿だったとすれば、土壇場で力を発揮し成
功することはできないでしょう。勝利を掴むために、繰り返し
土壇場を乗り越えていくしかないとすれば、そこに必要となる
のは、技術ではなく人間性のあり方だと言えます。勝負の神様
は、常にその人間性を見ているはずです。
残され時間でいかに効果的な練習をするか、技術を上まわる

心を磨くか、当日までの自分の生活行動が必ず結果を左右する
ことでしょう。日常生活の一つひとつが損得ではなく、善悪の
判断で動くことが習慣化できれば、自ずとよいチームに近づき
ます。そして、子どもたちには「日本一強くなくとも、日本一
よいチームであれば、日本一の人生の勝利者になれる」と伝え
続けたいと思います。
苦しい場面に出くわした時、逃げる者、投げ出す者、嘘をつ

く者、人のせいにする者も出てくるでしょう。もし、その中に、
グッとこらえながら、周囲に配慮ができる者がいたとすれば、
周囲を感化し、その立ち振る舞いがチームに絆を生んでいくは
ずです。最後という出来事では、人間性がそのまま現れます。
人は本気になった瞬間、どんな局面でも乗り越えられるはずで
す。その時、初めて人間同士の本当の関わり合いが生まれ、とてつもないパワーを発揮すると思います。
一日一生という言葉があります。もし、今日が最後の一日だったとしたら、どうやって生きるかを考

えるように、このコロナ禍を毎日が特別な日だと捉え、日々全力で生きてほしいと思います。
高根中教育を通して、人生を挫けずに全うできるように「心の耐力」を磨き、社会的成功と人間的完

成の両方を成し遂げられる人づくりをしていきたいと思います。

「第１学期終業式」
○ 本日の終業式で以下の話をしました。
・高校の校長先生方から、生徒のあいさつをほめていただいた。
・県教育委員会の先生方から、落ちついて学習に取り組んでいる。

〈夏休みに向けて〉
・コロナ禍の中、教育活動ができるのも家族の支えのおかげなの
で、できることで家族に恩返しをしてほしい。

・高根中生のよさを発揮して、地域で役立ってほしい。
・長い夏休みを有効に活用してほしい。

〈ペルセウス座流星群〉
・８／１２（木）夜９：００～８／１３（金）朝４：００がピ
ークとなる。
・１時間で４０個～５０個ほど流れるので、願掛けにチャレンジ
してみたい。

～ 高根中生にとって、充実した夏休みとなりますように！ ～

「チーム高根中」
教職員２７名 生徒２１４名 保護者１９８名が

「チーム高根中」として取り組んでいます。

学校住所：〒40８-0０１９ 北杜市高根町村山東割９８

電 話：0551-４７-20２６ FAX：0551-４７-２０７５

ホームページhttp://www.takane-jhs.city-hokuto.ed.jp/もご覧ください。
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